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ついて 
 
井上 統一郎 
 
 
【修士論文概要書】 
 
１：はじめに（研究の背景と目的） 
 超高齢社会の到来を迎えて、後期高齢者や痴呆性高齢者が増加の一途をたどり、それに
対応できる社会制度や、施設計画の整備が模索されている。例えば、介護の必要度が高
く、在宅での生活が困難になった高齢者の入居施設である特別養護老人ホーム（以下、特
養と称す）の内容も大きく変化している。 
 また、災害多発国である日本において、災害とはこの先もきってもきれない関係になる
ことが予想される。実際、２０１１年３月１１日に起きた東北大震災でも多くの高齢者施
設が被災した。他者の介護を必要とする高齢者は当然のことながら災害弱者となる。災害
時要介護者の避難は一般の人に比べ時間がかかり困難である。また、急速な高齢化に伴い
介護する立場の人手不足も指摘されており、それは同時に避難時における介護者の不足と
も捉えられる。災害時要介護者が多数存在する高齢者施設においては非常に重要な問題で
ある。 
 以上のような、高齢社会と災害という社会背景があるのにも関わらず、建築基準には高
齢者施設に特化したものはなく、健常者の避難を想定して定められている基準が適用され
ている。そのため、その安全性は十分ではないと考えられる。私は以上のような問題を踏
まえて、この先高齢者施設のあり方を見直す必要があると考える。 
 しかし、現状では既往研究において高齢者施設についての研究の大部分が介護面からし
か空間を分析しておらず、災害時の対応について計画している研究はほとんどない。それ
は現存する高齢者施設でも同じことが言え、介護面においては非常に評価が高い施設で
も、災害時の計画という点では不十分だと思われる部分が多い。 
 そこで本論文では、以上のような高齢者施設の建築計画と災害時の対応に着目し、現状
の高齢者施設が施設構造上避難においてどのような問題点を掲げているかを把握し、それ
を改善する対策を考え、分析し、災害時に効率的に避難できる理想の高齢者施設のあり方
を模索する。 
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２：本研究の主な流れについて 
 本研究では特別養護老人ホームの建築計画について、どのような空間が防災計画上有効
であるかを検証するため、既存の特別養護老人ホームを筆者が仮想でリフォーム設計を
し、リフォーム前後で比較分析することにより、どのような空間的エレメントによって防
災性が向上したかを検証する。リフォームする際の指針となるものは、既往研究から特養
の防災計画にとって有効な空間エレメントを抽出し、それを元に筆者が設計して行く。分
析方法については４つの分析方法を実施し、様々な角度から多角的にリフォーム前後を比
較する。４つの分析方法とは、「避難限界計算式を用いた CGシミュレーション分析」、
「FIG分析」、「FDS分析」、「群衆避難シミュレーション分析」である。 
 
３：４つの分析の簡単な説明 
３−１：避難限界計算式を用いた CGシミュレーション分析 
 避難限界計算式と呼ばれる消防庁が作成した、高齢者施
設における入居者の避難限界時間を知るための目安となる式
を用い、仮想リフォーム前後の避難限界時間と避難所用時間
を求める。その計算式によって求められた結果を、google 
sketchupと呼ばれる CGソフトで可視化し、また、同ソフト
のプラグイン機能である物理エンジンを用い、CGでの可視
化シミュレーションを行う。 
 
３−２：FIG分析 
 FIG（fire image game）分析とは、平面図を用い、障害
物や火災を実際に想定し、そして避難を行うことによって、
図面上だけでは分からなかった想定外の想定をするもので
ある。FIGの特徴は建物平面図上で、利用者、世話人、火 
炎、煙、消火器などの模型を並べて、それらをチェスの様
に動かし行うことである。ゲーム感覚で気軽に行いながら、様々な火災のイメージを共有
しつつ、具体的なイメージを持ちながら出火場所の想定、避難支援方法について議論を行
い、図上演習として効果をあげることを目指す。 
 
３−３：FDS分析 
 FDSは、国立標準技術研究所(NIST)より開発・提供さ
れている火災シミュレーションコードである。火災事象に
おける煙、温度、一酸化炭素などの挙動を予測することが
でき、施工に先立って建物の安全性を確認したり、既存の
建物の安全性を評価したり、火災後の現場検証などのため
の火災の再現、消防士の訓練のために使用される。海外
では建築物の施工に先立つ防火基準として FDS解析を条件とする場合もある。 
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３−４：群衆避難シミュレーション分析 
 pathfinderと呼ばれる、防火技術協会のハンド
ブックに基づいた計算方法により、群衆避難シミ
ュレーションを行うシミュレーションソフトを用
いて群衆避難シミュレーションを行う。このソフ
トを用いることにより、避難経路を実際の避難に
近い形でシミュレーションすることができ、また、それを３Dで可視化することにより、
より高度な避難評価をすることが可能である。Pathfinderによって得られたシミュレーシ
ョン結果を基に、今回の仮想リフォームを評価していく。評価内容としては、避難時間、
避難動線、避難混雑度などの観点から仮想リフォーム前後を比較分析していく。 
 
４：４つの分析結果からわかったこと 
１：避難時間の短縮という観点でみれば、エレベーター避難は有効である。 
 １つ目の分析で、様々なケースを想定したが、どのケースでもエレベーターを使用した
際には、避難時間を短縮することができた。既存の建築基準法では、基本的には、施設避
難の際のエレベーター利用は認めていない。しかし、使用した場合の利点に関しては、多
くの研究者や施設スタッフが研究している。本研究においても、エレベーター利用は非常
に有意義だと感じる結果がでた。しかしながら、実用するにはエレベーターの規模や電気
系統といった設備等の問題をよく考えた上で設置しなければ、何往復もする必要がでてし
まうであろう。 
２：歩行困難者よりも、歩行可能者の方が避難路を短くするべきである。 
 単純に歩行速度の問題だが、歩行困難者は車いすで避難するため、高齢者の歩行速度よ
り速くなるということが、１つ目の分析によりわかった。よって、例えば３F建ての建物
ならば、１Fに歩行可能者を入居させ、避難路を短くしてやる必要があると考える。 
３：廊下幅を拡げることで、想定外の障害物に対応することができる。 
 ２つ目の分析により、災害時には様々な想定外の障害物が出現することがわかった。そ
れにより、避難路が使用不可能になる場合もある。廊下幅を拡げて、ゆったりとしたスペ
ースを作ることで、避難者が障害物を避けたり、一次避難所として待機することが可能と
なる。 
４：避難の際には車いすを使用するべきである。 
 １つ目と２つ目の分析から、避難には車いすを使用した方が有効であると言える。避難
時間という観点から見れば、歩行可能者であっても、高齢者の歩行速度では車いすを使用
した方が早くなる。また、車いすを使用して避難することで、避難者は避難完了後も、車
いすに座って待機することができる。これは、避難者の疲労軽減や２次災害防止につなが
ると考えられる。しかし、２F以上の階の入居者は車いすで地上避難するためには、エレ
ベーターが必要となるので、エレベーター使用の問題が解決すれば、より効果的になるで
あろう。 
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５：廊下幅を拡げることで、煙の拡散や温度上昇を抑えることができる。 
 ３つ目の分析から、廊下幅を拡げて開放性の高い空間をつくることで煙が拡散し、煙の
濃度や温度の上昇を抑えることがわかった。既往研究において、開放性の高い空間をつく
ることは、煙の拡散を招き、防火区画などが難しくなるため、好ましくないとされてきた。
しかしながら、本研究により、きちんとゾーン分けをし、計画的に共用空間の廊下幅を拡
げることで、防火区画もよりし易くなり、また、煙の影響による危険性を抑えることがで
きるとわかった。そのため、一概に廊下幅を拡げることが、悪影響であるという認識に私
は異議を唱える。 
６：居住ブロックに隣接して出口を設置し、避難の際にはその出口を優先するべき。 
 ４つ目の分析から、居住ブロックに隣接して出口を設置し、その出口を避難の際に使用
することが、避難の安全性や避難時間の面において有効であると考えられる。しかしなが
ら、施設がユニット型の施設でない場合や、各居住ブロックが変則的な形をしている場合
には当てはまらないため、ケースに応じた判別が必要である。 
 
５：今後の展望、課題 
 本研究では、これから先の高齢者施設の必要性とそのような高齢者施設における既存
の建築基準法の不十分さを指摘することから始まり、既存の施設を仮想リフォームにより
空間変化させ、それを分析することで、災害時により安全な高齢者施設はどのようなもの
なのかを模索した。しかしながら、そのプロセスの中でいくつか課題が見えてきた。今回
の仮想リフォームでは、防災的安全性を中心にリフォームした。しかしそれだけで、真に
高齢者に有意義な建築と言えるのか、という疑問を解消するために、防災面だけでなく、
高齢者の好みや、痴呆などの症状を改善するための空間リフォームも同時に行った。その
結果、災害時避難の安全性を分析する際に、余分な変数の影響がでてしまい、一概に「あ
る一部分を変えた結果、このように安全性が向上した。」と言うことができず、ケースス
タディとして扱われる結果が多くなった。そのため、今後の研究では、そのような変数を
考慮して、安全性に絞った研究を行うことで、より防災的な研究が可能になると思われ
る。 
 本研究では、既存の建築基準法が不十分であるため、防災面について不十分な施設が多
いという指摘をした。それを踏まえて、既存の法律を変えることは困難であるので、設計
者の意識を変える研究になることを期待して研究を進めた。このような研究が増え、設計
者の意識が変わることで、より良い高齢者施設の形になっていくことを私は期待する。ま
た、法律の専門分野の研究者が、本研究のような研究に影響を受け、法律を変えることの
できるような新たな研究が現れることを、私は願っている。 
